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抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立行
政法人への
移行

広域化等
民間活用 現行の経営

体制を継続

●

抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における
中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

　当院は、近隣病院との連携により、「かかりつけ医」としての外来機能と「慢性期機能を担う病床」として地域での役割を
果たしてきている。
　これまで培ってきた病診連携や病病連携をベースとしながら、中空知圏域の医療機関との連携を促進し、慢性期医療の
受け皿としての役割を意識しながら、病院改革プランに基づき平成30年度に一般病床（18床）を療養病床へ転換し、50床
全てを療養病床としており、急性期や回復期での治療を終えた患者を受け入れながらスムーズな転院調整を行い、病床
稼働率を維持・向上を図っている。
　経営改善に向けては、公立病院経営強化プランに基づく経営改善に努めるとともに診療材料の共同購入への参加や各
種契約単価等の見直しによる費用の縮減、診療報酬算定の適正化を意識することにより収益の安定確保に向けた取り組
みなどを継続して進めていく。

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和7年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


